
採決が分
かれた議
案のうち
主な意見
を紹介し
ます。

賛
否
討
論

田
中
次
廣

金
子
憲
太
郎

小
林
知
誠

柴
田
恭
成

髙
木
和
惠

吉
田
幸
一
郎

隈
部
和
久

林
田
久
富

松
永
忠
次

小
嶋
光
明

黒
岩
英
雄

井
上
末
喜

中
村
久
幸

下
田
利
春

川
田
典
秀

隈
部
政
博

吉

岡
　
　
巖

山
本
芳
文

桑
原
幸
治

草
栁
寛
衛
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議案第 20号

議案第 25号

議案第 26号

議案第 27号

議案第 29号

請願第１号

発議第３号

【
議
案
第
20
号
】平
成
28
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
号
）

反
対　

ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・

シ
ラ
キ
ノ
事
業
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
旧
白
木
野

小
学
校
を
拠
点
と
し
、
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
に
異
論
は
な
い

が
、
多
額
の
費
用
や
、
計
画

不
足
な
ど
の
点
か
ら
反
対
す

る
。

賛
成　

こ
の
補
正
予
算
で
は
、

学
校
の
設
備
改
修
、
福
祉
施

設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

な
ど
も
予
算
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
実
行
す
る

た
め
に
も
予
算
は
通
す
べ
き

だ
。

【
議
案
第
25
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
一
般
会
計
予
算

反
対　

高
齢
者
対
策
と
子
育

て
支
援
が
不
十
分
で
あ
る
。

ま
た
、
国
保
税
や
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
の
た
め
に
さ

ら
に
繰
入
金
を
増
額
す
る
べ

き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
不
用

な
事
業
の
予
算
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
、
大
型
事
業
推

進
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
も
反
対
す
る
。

賛
成　

市
長
か
ら
の
予
算
の

一
部
保
留
の
発
言
や
、
市
民

の
要
望
に
応
え
る
た
め
の
予

算
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
予
算
は
通
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。

【
議
案
第
26
号
】平
成
29
年
度

南
島
原
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算

反
対　

国
民
健
康
保
険
料
の

値
下
げ
は
、
会
派
独
自
の
調

査
の
中
で
も
、
最
も
市
民
が

求
め
る
要
望
で
あ
っ
た
。
市

の
積
立
金
の
有
効
活
用
を
行

い
、
負
担
軽
減
を
目
指
す
べ

き
だ
。

賛
成　

国
民
健
康
保
険
に
対

し
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
既

に
４
億
円
が
繰
入
さ
れ
て
い

る
。
国
保
税
の
使
い
方
の
見

直
し
や
啓
発
は
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
今
回
は
賛
成
す
る
。

【
請
願
第
１
号
】

「
共
謀
罪（
テ
ロ
等
準
備
罪
）」

法
案
の
国
会
提
出
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請

願賛
成　

共
謀
罪
法
案
は
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
思
想
、
信
条
、

内
心
の
自
由
を
侵
す
も
の
で

あ
る
。
政
府
は
国
際
組
織
犯

罪
防
止
条
約
の
承
認
や
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実
現
の
た

め
に
必
要
な
法
律
だ
と
主
張

す
る
が
、
そ
の
よ
う
に
は
考

え
ら
れ
な
い
。

反
対　

人
権
が
脅
か
さ
れ
か

ね
な
い
法
案
で
あ
り
、
慎
重

審
議
の
必
要
性
は
あ
る
が
、

国
会
で
の
慎
重
審
議
に
よ
っ

て
、
当
初
挙
げ
ら
れ
て
い
た

構
成
要
件
も
大
幅
に
見
直
さ

れ
て
い
る
。
国
際
社
会
と
の

歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
、
ま

た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
の
た
め
に
も
賛
成
す
る
。

【
発
議
第
３
号
】

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト

の
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て

反
対　

フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト
レ

イ
ン
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て

い
る
。
新
幹
線
を
作
る
よ
り

も
、
お
金
は
市
民
の
た
め
に

使
う
べ
き
だ
。

賛
成　

現
在
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

ト
レ
イ
ン
だ
け
で
な
く
フ
ル

規
格
の
新
幹
線
の
導
入
も
視

野
に
入
れ
た
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。
是
非
、
実
現
さ
せ

る
た
め
に
も
必
要
な
意
見
書

で
あ
る
。
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